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緒　　　言
　多摩川は山梨県笠取山に水源を発し、東京都と神奈川

県の都県界を流下して、東京湾に注ぐ幹川流路延長

138km、流域面積1,240km2の都市河川である1）。近年

は下水道整備等により魚類の生息環境が改善され、アユ

Plecoglossus altivelis については100万尾以上が遡上す

るようになった2）。

　アユは内水面漁業の重要な対象種であり、更にその再

生産は多摩川におけるアユ資源の保全にとって重要と考

えられる。

　そこで再生産の状況を把握するため、2008、2009年

に産卵場分布と産卵時期を調査したので報告する。

材料および方法
産卵場調査　アユは中流域の瀬の砂礫に産卵することか

ら3）、予備的な踏査を実施して、産卵に適していると思

われる水域を探索した。これにより川崎市多摩区の二ヶ

領上河原堰堤上流から同市中原区の宮内北地先下流まで

の区間で14定点を設けて調査を実施した（表1、図1）。

産卵場探索は2008年には10月29日から12月13日まで

の間で5日間、2009年には10月16日から12月18日まで

の間で6日間実施した。産着卵の確認は河床の砂礫、石

を手網等で取り上げ、目視で行った。

　環境調査として水温と河床底質状況を記録した。河床

底質状況は、竹門ら4）による簡易粒径分類に従い、砂泥

（≦4㎜）、砂利（≦5㎝）、石（≦25㎝）、巨石（≦50

㎝）に分類し、目視で被度を記録した。また砂礫の堆積

状況について可児5）を参考に、浮き石と載り石と沈み石

に分類して記録した。浮き石は埋まらないで重なり合っ

ている石、載り石は浮き石のように重なり合わず底質に

一層で載っている状態、そして、沈み石は砂や砂利に部

分的に埋まっている石とした。

　また、河口からの河道長として大師橋からの左岸長を

国土地理院の１万分の１の地形図からデジタルキルビー

メーター（KOIZUMI社製）で測定し、海抜は地形図の

等高線から読み取った。

流下ふ化仔魚調査　流下ふ化仔魚調査は、プランクトン

ネットによる採集を行った。調査は産着卵が確認され、

且つプランクトンネットを設置しやすい定点を選び、

2008年は多摩水道橋上流（St.4）、宿河原堰下流（St.7）、

宮内北地先下流（St.14）で、2009年はＮＥＣグラウン

ド地先（St.8）と宮内北地先下流（St.14）で実施した。

ろ水計を付けたプランクトンネット（φ30㎝、長さ75

㎝、目合66GG・250μm）をアンカーとロープで流水

中に5〜10分間設置し、流下仔魚を採集した。採集物は、

99.9％エタノールにより固定して持ち帰り、後日実体顕

微鏡下で仔魚を計数した。仔魚の流下密度は、ろ水量

（ｍ3）あたりの尾数とした。ろ水量は次式により求めた。
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　　ろ水量 ｍ3＝0.07 ㎡（ネット口面積）×

　　　　　　　　　　濾水計回転数×0.15 ｍ/回転

結果および考察
産卵場調査　産着卵は2008年10月29日にはなかったが、

11月7日から確認され、定点と水温は多摩水道橋上流

（St.4）と多摩水道橋（St.5）で18.9℃、宮内北地先上

流（St.13）で19.6℃であった。2009年には初回調査の

10月16日から宮内北地先上流（St.13）で確認された。

次回調査の10月23日には中野島住宅地先（St.3）と平瀬

川合流点（St.10）で確認され、平瀬川合流点の水温は

19.5℃であった（表1）。アユのふ化適温は12〜20℃と

されているが6, 7)、今調査ではその範囲の20℃付近から

産着卵が確認された。

　産卵場は、中野島住宅地先（St.3）、多摩水道橋上流

（St.4）、多摩水道橋（St.5）、ＮＥＣグラウンド地先

（St.8）、平瀬川合流点（St.10）と宮内北地先上流

（St.13）の6地点で確認された。

　東京都による2007、2008年度の調査では、五本松地

先、多摩水道橋、東名高速、新二子橋、谷沢川合流点で

産卵場が確認されている8）。本調査と定点を比較すると

五本松は中野島住宅地先、谷沢川合流点は宮内北地先上

流の付近にある。東名高速は本調査では産卵場は確認で

きなかったが、一方でＮＥＣグラウンド地先は本調査の

みで確認された。

　石田3)は漁業者に対する聞き取り調査の結果から多摩

川の産卵場の分布範囲は河口から13.0〜39.0㎞の範囲で、

平均勾配は2.1ｍ/㎞としている。本調査では河口〜28.2

㎞の範囲を調査した（図2）。河口から約13㎞の調布取

水堰までは海抜2ｍ前後でほとんど勾配がなく、産卵場

に適していると考えられる瀬はなかった。河口から約

15㎞、海抜3ｍの宮内北地先上流（St.14）から産卵場が

表１　産卵場調査の実績と産着卵発見状況
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あり、ここから勾配が大きくなっている。河口から約

25㎞、海抜22ｍまでで産卵場が確認でき、勾配は1.9ｍ

/㎞であった。

　河床の好適な条件として、粒径5〜30㎜の浮石の砂利

に付着藻類や浮泥が付いていないこととされている
9,10,11）。本調査で確認された産卵場はいずれも河床が浮

石で浮泥がなく、粒径については産卵場では砂利（≦5

㎝）の組成が高かった。しかし、ＮＥＣグラウンド地先

では石（≦25㎝）の組成が高い結果であった（表2）。

一方、小田急下流（St.6）、東名高速（St.9）、二子橋

（St.11）、宮内北地先下流（St.14）は、浮石で砂利の

組成が高いが、産着卵は確認できなかった。小田急下流

は二ヶ領宿河原堰の直ぐ上流で湛水域に近く、砂利とと

もに浮泥が多く産卵場として不適と考えられた。二子橋

については2009年12月18日と調査実施時期が遅く1回

のみであったので、確認できなかった可能性も考えられ

る。東名高速と宮内北地先下流で確認できなかったが、

今調査からはその要因は明らかにできなかった。

図２　産卵場調査地点と河口(大師橋)からの左岸長(㎞)と左岸の海抜

●：産着卵を確認した調査定点

○：産着卵を確認しなかった調査定点
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流下ふ化仔魚調査　アユふ化仔魚の流下状況を表3、図

3に示した。2008年の流下密度は0.00～32.02尾/㎡で、

多摩水道橋上流における11月21日の17時20分が最も多

かった。日別では11月21日に多く、日を追うごとに少

なくなった。2009年については0.04～34.45尾/㎡で、

宮内北地先下流における10月23日の20時が最も多かっ

た。10月23日に多く、日を追うごとに少なくなった。

　アユは20℃では10日間でふ化することから6, 7）、2009

年10月23日に採捕された流下仔魚は10月中旬に産卵さ

れたものと示唆された。東京都による2007年、2008年

の調査では、産卵期は10月上旬～12月下旬とされてお

り8）、本調査でも産卵場探索とふ化仔魚採集から10月中

旬には産卵が始まっているものと考えられた。

　多摩川のように集水域の大きな河川では上流部の僅か

な降雨によっても産卵場のある下流部は増水し河床の変

化は大きいので6）、産卵場の位置も変化することが考え

られる。また、多摩水道橋では河川工事に伴う二ヶ領宿

河原堰の開閉で水位が上下して、産卵に適する瀬が出現

したり消失したりする事例もあり、河川工事による流路

変更や水位変動で産卵場が消失することも考えられる。

表２　産卵場の河床状況
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　このように、多摩川では産卵環境の変化が大きいので、

産卵床の保全や造成によりアユの再生産を維持するため

には、随時、河床環境や産卵床分布を調査して、結果を

フィードバックしていくことが望まれる。
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